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１．はじめに 

 鉄筋は、設計図書に示された形状および寸法に

正しく一致するように、加工し組み立てなければ

ならない。しかし、現実には帯鉄筋に若干の傾き

が生じる恐れがある。また、近年では工場で加工

し組み立てられた鉄筋籠が多用される傾向にある

が、現場での設置の際、建込時にゆがみが生じた

り、コンクリートの打込み時に圧力で傾いてしま

う恐れがある。しかし、斜め引張応力方向へ傾く

場合には、悪影響は小さいと考えられるが、逆方

向への傾きが生じた場合には若干の傾きであって

も斜め引張破壊性状に何がしかの悪影響が発生す

る可能性がある。 
本研究では、所定の寸法より大きく加工された

帯鉄筋を、かぶり確保のために傾斜して配筋した

場合を想定した RC 部材の力学的挙動について実
験的に検討した。 
 

２．実験概要  

 実験で使用した供試体寸法の例は、図-１に示し
た通りであり、部材軸線に対する帯鉄筋の角度α

を、0°から 30°まで変化させた場合について検討し
た。軸方向鉄筋には D29を、帯鉄筋には D6を用
いた。これは、せん断破壊となるように配慮した

ことによる。載荷方法は、1 点載荷の正負交番載
荷とした。なお、コンクリートの圧縮強度は

60N/mm2とした。 
 

３．実験結果および考察 

図-2 は、供試体の破壊状況および実験終了後の
供試体の写真を示したものである。αが 0°および
10°の場合は、図-2（a）のように１回目の正方向
の載荷時に図中の供試体の左側に大きなせん断ひ

び割れが入り、次に 1 回目の負方向の載荷時にも
先に発生したひび割れ部の破壊が進行するという

繰返しで破壊した。一方、α が 15°、25°および
30°の場合は、図-2(b)のように斜め圧縮方向に傾斜
している側が正負で交互に入れ替わるため、載荷

点の両側で破壊が進行した。また、α が 15°付近
を境にして、破壊性状が異なっていた。 
図-3 は、荷重変位関係の包絡線である。また、
図-4 には、横軸と包絡線が囲む面積（以下、タフ
ネスと称す）を示した。αが大きくなるほど最大

耐力後の靭性は低下する傾向にあり、α が 10°の
場合であっても若干低下していた。荷重-変位関係
において、αによって最大耐力後の荷重の落ち方

に相異が見られたため、δyの正負１回の履歴を受
けた後の２回目の正方向の載荷時について、最
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大荷重を示した点を原点とし、その後の変位 1、2、
3、4、5mmの点までの荷重-変位曲線の傾き(荷重
低下分/変位増加分)を図-5 に示した。傾きが 10°
であっても最大荷重を示した後しばらくの間は、

傾きがない場合に比べて約５倍の負勾配で荷重低

下するが、その後はひび割れ幅がある程度大きく

なると帯鉄筋の変形により補強効果が回復し、負

勾配も緩和する傾向にあった。しかし、α が 15°
と大きくなると、一度回復した補強効果も降伏変

位の約 1.7 倍で急激に低下する傾向になった。ま
た、α が 30°と大きくなると、補強効果が回復す
ることもなく、急激な耐力低下を示していた。こ

の場合も、α が 15°付近で挙動が変化するようで
あった。 
 

４．まとめ  

所定の寸法より大きく加工された帯鉄筋を、傾

斜して配筋した場合、傾斜角度が大きくなるに伴

い、靭性が低下する傾向にあった。特に 15°以上
傾くと耐力および破壊性状は大きく変化した。 
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図‐３ 包絡線 
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図‐２ 供試体の破壊状況 

（a）αが 0°および 10°の

場合 
（b）αが 15°、25°および

30°の場合 

図‐４ タフネス 
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図‐５ 2回目の正方向時の最大荷重からの

変位と傾きの関係 


